
　　　　　令和４年度　地域活動応援事業補助決定団体一覧表

１　保健・医療・福祉

一般社団法人ケアと暮
らしの編集社

豊岡市
但馬の在宅看取りを後
押しする映画上映会の
取り組み

・但馬は全国有数の在宅看取り率となっている中、厚労省等は本
人・家族の納得感形成のため、事前に延命治療の有無、看取り場
所など話し合うACP(人生会議）を行うよう促しているが、あまり行わ
れていない状況である。
・そこで、但馬地域においてACPの普及促進、在宅看取りについて
考えることを目的に、７月23日に豊岡劇場において、孫大輔氏（家
庭医・映画監督）による映画「うちげでいきたい」の上映会を行う。

83,000

小計 83,000

２　まちづくり

新
湯村の街なみを検討す
る会

新温泉町 春来川で遊ぼう

・まちづくりと子どもの健全育成をメインテーマに7月31日に荒湯周
辺の春来川で魚釣り・水中生物観察、魚のつかみ取りを実施する。
・魚釣り・水中生物観察は地元有識者に講師を依頼し、子どもたち
が見つけた生物に対して学びの場を提供する。また、地元の特産
である川魚のつかみ取りを実施、子どもたちに地元の特産に触れる
機会を提供する。

176,000

豊岡まち塾 豊岡市
豊岡のまちなみの魅力
発信

・豊岡市中心市街地が歴史文化遺産であることを地域住民や豊岡
市を訪れる方々に知ってもらい、歴史的・文化的な町並みの保存や
活用の機運を高める。
・町並みローカルガイド育成講座を実施し、ガイド人数や質を向上さ
せることで豊岡の町並みの価値をよりうまく伝えることを目的とする。
・「豊岡の守るべき町並み」映像の作成と上映会を開催する。

300,000

新 日本コウノトリの会 豊岡市
円山川下流域ラムサー
ル条約登録10周年記
念-講演会と湿地探索

・ラムサール条約登録十周年を機に、コウノトリが生息できる環境を
創造し、多様な人々や地域がネットワークを展開しながら共生社会
を構築する目的と将来ビジョンを明確にもち、取組を継続していく。
・7月16日午前、ラムサールエリア拠点施設であるハチゴロウの戸島
湿地の踏査・評価活動を実施する。同日午後には、円山川の魚類
環境、田結湿地のドジョウ生態等を学ぶ講演会を行う。
・7月17日、ラムサール登録エリアである田結地区の湿地を歩いて
観察し、触れ合う探索を実施する。

183,000

加藤文太郎山の会 新温泉町
山陰海岸ジオパーク ロ
ングトレイル大会

・山陰海岸ジオパークロングトレイル大会を開催し、ユネスコ世界ジ
オパークに認定された山陰海岸ジオパーク、日本遺産の諸寄、居
組古道など地域の魅力をPRするとともに、交流人口の拡大を図る。
・一部区間にJRを組み込み、赤字路線であるJR山陰本線の利用を
促進、また温泉券配布や観光協会と協働した宿泊斡旋など、地域
経済の活性化にも貢献する。
・他に類を見ない個人名を冠した「加藤文太郎記念館」と連携しな
がら、地元出身の登山家「加藤文太郎」ファンを増やしていく。

154,000

豊岡市商工会青年部
日高支部

豊岡市
わ～くわくフェスティバ
ル～発見！なりたい未
来の自分～

・地域には多種多様な企業が存在するが、各企業の内容や魅力に
ついては大人も知らないことが多くあり、子どもたちにとってはなおさ
らである。
・市内の各事業所の協力で行う職業体験を通じて、この地域を支え
ている企業の存在や特徴、働くことの意義、そして面白さを子どもた
ちに伝え、将来の夢を広げるきっかけの一つにし、また都市部への
若者流出の歯止めやUターンを目指す。
・10月30日、日高町農村環境改善センターにおいて、約30社の
ブースを構え、各職業の責任者やスタッフが講師となり、専門的な
知識や技術を学べる職業体験を実施する。

290,000

城崎温泉町並みの会 豊岡市
城崎温泉文化的景観
啓発事業

・城崎温泉の良好な町並みの保存・形成のため、重要文化的景観
の選定をめざし住民啓発活動を行う。
・7月7日（木）城崎ロープウェイ山頂で、豊岡まちなみゼミ城崎大会
を開催する。
・午後に大学教授による講演、城崎についてグループ別討議、交
流会を行う。
・ゼミの内容を町並み瓦版特別号としてまとめ、城崎町民に全戸配
布する。

114,000

兵庫県立豊岡総合高
等学校インターアクトク
ラブ

豊岡市
無農薬インターアクト米
の稲作

・地域の人たちが、お米づくりを通じてコミュニケーションを図ること
で環境問題理解、ラムサール条約、山陰海岸ジオパークなどの地
域の良さを再認識してもらう。
・無農薬アイガモの放鳥（6月）、環境調査（6～7月）、手鎌で稲刈り
を行い稲木に天日干し（9月）、収穫したお米を被災地（東北、熊
本、岡山）や特別支援学校、子ども食堂等に発送（11月）を行う。

267,000

大石りくを語り継ぐ実行
委員会

豊岡市
講談・落語でりくを語り
継ぐ

・古典芸能である講談及び落語を通じて、大石りくの遺徳と顕彰を
後世に語り継ぎ、コロナで沈みがちな地域を明るく元気にする。
・SNSによる地域の魅力発信がコロナ禍後の誘客促進の起爆剤とな
ることが目標。
・12月に豊岡コミュニティセンターで、大石りくを語り伝える会及び大
石りくを偲ぶ歌を披露する。

239,000

補助決定額

団体名 団体所在地 事業の名称 事業内容 補助決定額
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湯村温泉観光協会 新温泉町
但馬いいとこ　湯村温
泉98℃テント村

・湯村温泉街の活性化と観光客がもう一度来たいと思う湯村づくりを
行う。
・但馬内の業種、文化など多様性に富んだ情報を発信し周遊性を
高める。
・6月、花木植栽や剪定により、美しい街並みなどの景観形成を図
る。7月～2月の毎月第3土曜日の10時～14時（夏期は16時～20時）
には、ポケットパークを中心にテント村を開設する。

230,000

八木城跡町づくり会 養父市
八木城跡で地域交流
を始めよう

・八木城跡を養父市が誇る歴史遺産とするために但馬に住む人た
ちに史跡ととらえてもらう必要がある。
・史跡であることを体感する各種イベント、行事に触れて親しみを感
じてもらう。
・10月23日に殿屋敷で殿屋敷説明会及びフリーマーケットを開催す
る。

57,000

小計 2,010,000

３　文化・芸術・スポーツ

新
一般社団法人豊岡
アートアクション

豊岡市
「認知症への対応×演
劇」（深さを持った演劇
のまちづくり）展開事業

・認知症患者の増加が大きな社会問題となっている中、医療・介護
の現場では試行錯誤が続いているが有効な対応策が得られていな
い。近年、東北大学等の実践で演劇的手法による認知症への対応
が成果を上げており、演劇に強みを持ち始めた豊岡・但馬での認
知症対策を前進させる。
・他方、演劇を含むパフォーミングアーツは豊岡・但馬の大きな強
み、地方創生＝人口減少対策の主要エンジンとなりつつあるが、住
民理解はなお浅く、社会問題の解決に役立つことの具体例を示し
積み重ねていく必要がある。
・そこで、東北大学及び仙台富沢病院(精神科認知種病院）で実践
され、成果を上げている演劇情動療法の展開を図り、10月15、16日
及び12月下旬に豊岡市民プラザ、豊岡アートアクション事務所にお
いて、藤井昌彦東北大学医学部教授の講演、演劇情動療法指導
者によるワークショップ及び展開のための作戦会議を実施する。

222,000

新
千谷麒麟獅子舞保存
会

新温泉町
日本遺産麒麟獅子舞
展示・体験体感プログ
ラムin八田コミセン

・日本遺産・千谷麒麟獅子舞をはじめとする但馬地域の麒麟獅子
舞や鳥取県東部地域における麒麟獅子舞の用具や民工芸品等を
八田コミセンに展示し、世界に輝く文化芸術の魅力を広く発信する
機会をつくる。
・11月8日～25日まで、日本遺産「麒麟のまち」推進協議会と協働
し、日本遺産紹介パネルや麒麟獅子舞関連のレプリカ、民工芸品
フォトコンテスト作品等を展示する。
・11月19日には、麒麟獅子舞体験体感プログラムと称し、千谷麒麟
獅子舞を披露するとともに、主に子どもを対象とした麒麟獅子舞体
験会を実施する。

100,000

新 一般社団法人INCREW 豊岡市
ユニバーサルツアー推
進のためのユニバーサ
ルフィールド事業

・障がいのあるなしや介護の要不要関係なく、どんな人にも楽しめる
観光と野外アクティビティを目的とした「ユニバーサルツーリズム」の
推進、普及をする。
・7月16日に竹野浜海水浴場・北前館にてユニバーサルフィールド
夏の部 ヒッポサップ体験会を開催する。
・2月18日、19日にアップ神鍋みやのもりコースにてユニバーサル
フィールド冬の部 デュアルスキー体験会を開催する。

256,000

特定非営利活動法人
がっせぇアート

養父市
障害者アートの作家・
作品発掘・発信事業

・知的・精神障害者は、学校卒業後創作活動の機会がなくなり、暮
らしを充実させる選択肢が限られていることから、多くの障害者が参
加できる作品展を開催し、作品発表の場を設ける。
・展覧会応募作品の図録を作成する。
・10月30日～11月6日、豊岡稽古堂で「がっせぇアート展」を開催す
る。
・12月4日、「がっせぇアート展」表彰式を開催する。

253,000

新 但馬旅人生活拠点。 豊岡市
但馬旅人生活拠点。
「但馬に演劇を届ける
2022」

・但馬では舞台作品が盛んに上演されるようになったが、地域に
よっては観劇の機会が少ないことから、地域のコミュニティセンター
等に赴いて公演を行うことで地域住民が身近に芸術文化に触れる
機会を提供する。
・豊岡演劇祭において、但馬地域から着想を得た作品上演を行うこ
とで、「但馬に演劇を届けたい、世界に但馬を届けたい」という劇団
のコンセプトを実現する。
・演劇祭での上映作品を但馬地域の各コミュニティで巡回公演、上
演後は観客と出演者の交流会を開催し、学生と地域住民の交流を
図る。

250,000

新
サンデーマーケット実
行委員会

豊岡市 サンデーマーケット

・公共施設利用の活性化の観点から、6月～11月の第4日曜日に豊
岡市立図書館で事業を行う。
・音楽やアート作品などの展示・販売をするとともに、コーヒーや軽
食など、図書館で本を読みながら飲食可のものの販売をする。
・季節に合わせたワークショップ（草木染め、ヨガ、ものづくり等）、図
書館事業（読み聞かせ等）と組み合わせた子ども向けの催しも行う。

39,000

新 大石吉之進の会 豊岡市 大石吉之進まつり

・この事業により大石吉之進の名前を市民に知ってもらい、豊岡を
古里に持つ人たちとのつながりが築かれ、また、豊岡での忠臣蔵保
存団体・播州赤穂や全国の関係団体とのつながりが持てる。
・長年盛大に開催されていた「大石りくまつり」に倣って大石吉之進
をテーマに「吉之進まつり」を開催する。
・11月19日、豊岡市立図書館で大石りくの歌、朗読・大石吉之進の
講演・講談を実施する。

152,000

補助決定額団体名 団体所在地 事業の名称 事業内容
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び～ちふぇすた実行委
員会

新温泉町
び～ちふぇすた2022い
ん しんおんせん

・8月7日、浜坂県民サンビーチでビーチバレー大会やマリンアク
ティビティ体験、海岸清掃活動等を行う。多世代の交流が活発に行
われ、ボランティア活動を通じて地域貢献意識を高める。
・ビーチバレー大会（4人制）、バナナボート試乗会、SUP体験、ス
ポーツアロマ体験、ゲストによるバレーボールスクールやエキシビ
ジョンマッチ等を行う。

194,000

新 しんしんし 豊岡市 しんしんし　踊り公演

・現代に見過ごされてきた自身の存在意義を公に確認し、より生き
やすい社会に向けて発信するため、但馬各地で踊り公演を開催し、
踊りに触れる機会と芸術を介した住民同士の対話を増やす。
・6月～10月末までに４回の踊り公演を開催する。

228,000

山陰ビーチサッカー
ネットワーク

新温泉町
浜坂サンビーチdeあそ
ビーチ体験2022

・浜坂県民サンビーチ等において、多世代が楽しめるイベントを開
催することで、若者を中心とした垣根を越えた交流やつながりをつく
る。
・8月27日、28日に、地域住民とともに地元出身の学生等にボラン
ティアとして参加してもらい、ビーチサッカー大会を開催する。
・子どもから大人まで楽しめる他のビーチスポーツ体験会に加え、
今年新たな取組として、宝探し、海に関する○×クイズ等も併せて
開催する。

225,000

新 豊岡映画センター 豊岡市
ドライブインシアター豊
岡2022

・但馬地域唯一の映画館が8月に休館することから、地元住民に映
画鑑賞機会を提供するため、10月に自家用車から大スクリーンで映
画を鑑賞する「ドライブインシアター」を開催する。
・上映前には、芸術文化観光専門職大学の落語研究会が講演し、
交流する。
・但馬地域の飲食店に開催場所への出店を依頼し、但馬の魅力を
食から体験してもらう。

225,000

小計 2,144,000

４　環境の保全

八条コミュニティ 豊岡市
第４回ビオトープ八条
まつり

・自然や植物、生き物に親しむ機会が減った地域住民や子供達
が、豊かな自然を守り、更に創り出すことができるよう、7月17日にビ
オトープ八条一帯において、第４回ビオトープ八条まつりを開催す
る。
・農業用水路の魚をつかまえてビオトープ田に放流し、地域住民が
ビオトープの生き物調査を行ったり、コウノトリやコウノトリ農法につい
て知ってもらう学習会を実施する。

253,000

小計 253,000

６　子どもの健全育成

新 ブンダバー 新温泉町
子ども向け但馬自然体
験事業

・但馬地域には豊かな自然があり多様な生物がいるが、「海は危な
く山は虫が多い」「海で遊んだことがない」「山は遠足だけ」と自然と
の距離が遠くなっている人が多いという課題があるため、但馬の自
然に愛着を持ち、未来の自然を担う子供を育てる事業を展開する。
・昨年度ジオsen.sの活動で実施し、鳥取大学・鳥取環境大学の学
生が手伝ってくれたが、今年度は企画から関わってもらう。またチラ
シ配布も朝来市を対象に加え但馬全域を網羅。活動場所も新温泉
町だけでなく養父市にも広げる。
・海の教室(７月）、虫の観察会＆ライトトラップ(７月）、ウミホタル観察
会(８月）、カヌーde万華鏡（９月）、山の教室（９月）など１３事業を展
開予定。

300,000

但東野あそびくらぶ い
つなっと

豊岡市 但東の自然とあそぼう

・子どもたちは目の前に自然があったとしても、自然との距離感は遠
くなってしまっている。
・地域の子どもたちが自分の住む町に愛着を持ち、自然環境を守り
たいと思う心を育てるため、自然体験活動や観察会を通じて地域活
性化に貢献する。
・ほねの観察会、川の生き物調査、雪の上の動物足あと探し等、年5
回但東地域の親子を対象に自然観察会と自然体験活動を開催す
る。

153,000

新 どろんこっぱら 豊岡市
神鍋高原　どろんこっ
ぱら

・子育て世代の都市への流出、雇用の低迷、田畑等管理者の高齢
化が進み荒れ地が増え続けていることから、当取組により自然と遊
ぶ楽しさを知ってもらい住民増加につなげ、地元を盛り上げる。
・6月18日、神鍋高原において、子供から大人まで誰でも参加できる
事業を開催する。農家を講師に呼び、土と畑と泥の講座を行った
り、体全身で土に触れ太陽を浴び泥んこになり、自分で考え、作り、
手間や不便さを楽しみながら少しでもこころにゆとりをうみだす環境
作りを目指す。

222,000

小計 675,000

補助決定額団体名 団体所在地 事業の名称 事業内容

団体名 団体所在地 事業の名称 事業内容 補助決定額

3 / 4 ページ



７　団体活性化

新温泉町えごま研究会 新温泉町 「食」と「健康」を考える

・耕作放棄地が増大しており、また、認知症を発症する者が年々増
え、介護負担が課題となっている。
・えごまは獣害にあいにくく、えごま油に含まれる栄養素には認知症
に予防効果があると言われているため、えごまの栄養的効果を普
及・啓発し、地域住民の健康増進とえごまの需要拡大による耕作放
棄地問題の打開策とする。
・11月に、えごまによる食と健康を考える講演会及びセミナーを実施
する。

110,000

小計 110,000

８　その他

新 ついで 朝来市 セッション Vol.2

・農業が日常の食と切り離され、直接的に農の営みを体感できなく
なっているため、都市部に住む人が参加するイベントを開催、農業
という非日常を体験し楽しんでもらう。
・「キャンプ」「音楽」といった比較的集客がしやすい切り口でイベン
トを開催、そこに集まったお客さんに但馬で頑張っている飲食店の
おいしい食べ物と、但馬の絶景ロケーションを提供し、地方と都市と
の交流を生む。
・10月に2日間の日程で、キャンプイベントを通じた食と農と音楽の
催しを開催する。

225,000

小計 225,000

※新型コロナウイルスのまん延状況により、事業中止や開催時期等が変更になる場合があります。

【補助団体】　　　　28団体 5,500,000

【うち新規申請団体】13団体 2,578,000

補助決定額団体名 団体所在地 事業の名称 事業内容
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